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はじめに $C^{\mathfrak{n}}$ 上の擬凸領域$D$ と $D$内の解析集合 $\Sigma$ に対し、 $\Sigma$上の正則

関数がつねに $D$上の正則関数として拡張できることは岡潔の上空移行の

原理として知られるが、 これは不定域イデアル論或は H.カルタンの解

析的連接層のコホモロジー論、 および岡潔によるレビ問題の解の系と

して、 およそ $1948$～$53$年の間に確立されたことである (岡カルタン

の定理) これは一般論で、 この拡張定理を $D$ と $\Sigma$の取り方に応じて精

密化することが可能である。特に $\sup_{x}|z_{\mathfrak{n}}|\leq 1$ かつ $\Sigma=\{z\in D;z_{\mathfrak{n}}=0\}$

$D’)$ の場合、 関数族 PSH(D): $=$ { $\varphi;\varphi$ は $D$上の多重劣調和関数}に対し

て $L^{2}$条件つきの拡張定理が成り立つ。 これに関して最近著しい展開が

あった。 そもそもの発端は次の定理である。

定理 1. ($L^{2}$拡張定理 cf. [Oh-T]) $\sup_{\Phi}|z_{\mathfrak{n}}|\leq 1$ のとき、 ある定数 $C$

($\leq$1620 $\pi$ )が存在して、 $D$上の任意の多重劣調和関数 $\varphi$ および D’上の任

意の正則関数 $f$ に対し、 $D$上の正則関数 $\gamma$

で $Y|D’=f$ かつ

$A, (\in[0,\infty])$

をみたすものが存在する。

(原型は D$\subset$C
$\mathfrak{n}$

の場合に述べられているが、証明は同様である。 )

系． $D\subset\subset C^{\mathfrak{n}},$
$\partial D\in C^{2}\Rightarrow K_{D}(z)>dist(z,\partial D)^{-2}\sim$

ただし $D$のベルグマン核を $\Re$(z,w) とし、 $Ib(z)=\oplus(z,z)$ , dist$(z,\partial D)=$

$\inf\{\Vert z-w|| ;w\in D^{c} \}$ とおく。
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定理 1の証明は、非斉次コーシーリーマン方程式を $L^{2}$評価式の方

法で解くという、 リーマンの学位論文以来の方法による。 もちろん周

知のごとく、 ヒルベルト、 ワイル、小平、 ヘルマンダーらによって改

良を重ねられた形があり、 それにさらに手を入れて用いたのである。

小論の目的は、定理 1の一般化と精密化について、特にこの 3年間

に Z. Blocki[B}-2]を始めとしてあちこちで得られた結果を中心に解説す

ることである。 そのため、 まず定理 1を起点として $L^{2}$拡張理論のこの

展開について、 おおまかな経緯を振り返っておこう。

1993年、 K. Seipの論文 [Sp]にヒントを得て定理 1の改良形を得た

が、 それと同時に等角写像論における吹田予想と $L^{2}$拡張定理の関連が

明らかになった (cf. [Oh-l, 2])。その後、 この観点から吹田予想へのア

プローチが続き、 ついに 2012年 4月 2日、 Z. B}ocki(ブヲツキ) [B1-21

によって吹田予想が解決された。BJockiの仕事は定理 1が$C=\pi$ として

成立することも含んでいる (最良 $L^{2}$拡張定理)。 これに続いて Q. Guan
(関啓安) と X.-Y. Zhou(周向宇)が [G-Z]で [Oh-l]を改良した形の最良 $L^{2}$拡

張定理を示し、 同時にそこからベルグマン核の助変数に関する対数多

重劣調和性が導けることを指摘した。 この劣調和性は元々ハルトーク

ス領域の断面上のベルグマン核を観察して米谷文男と山口博史が開

リーマン面の Stein族の場合に確立したものだったが$(Cf. [M-Y])$
、 B.

Bemdtsson [B] はそれを高次元化すると共に代数幾何で知られていた

結果と結びつけた。 つまり相対ベルグマン核の対数劣調和性をうまく

一般化すれば、相対標準束の順像の半正値性になる。 [B]では $\partial$-作用素の
$L^{2}$評価式が順像の曲率を下から評価するのに用いられたが、 [G-Z]では

最良 $L^{2}$拡張定理を用いて相対ベルグマン核の対数劣調和性を直接的に

導いている。 その一方、 Blockiは [B}-2]の続編において吹田予想の別証

と高次元化を成し遂げたが$(cf. [B1- 31, [B\ddagger- Z])$、これにヒントを得たL.
t

$\lrcorner$empert&は、 相対標準束の順像の半正値性の Bemdtsson流の定式化を

用いて、 「区間 (-$\infty$ ,0]上の有界な凸関数は単調である。 」 という実に初
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これらのめざましい成果の上にどのような新しい問題が浮上してくる

か、 楽しみな状況であるが、以下では今後の見通しを多少なりとも良

くするため、吹田予想の背景を含め、 $L?_{d}$正則関数の拡張理論における

上記の諸結果の解説を試みるとともに、 [Oh-31のように、定理 1の原証

明に多少手を入れるだけで最良 $L^{2}$評価が出せることにも注意を喚起し

たい。

1. $L^{2}$評価式と拡張定理 定理 1の原証明にせよ、相対標準束の順像

の半正値性にせよ、元をたどれば $\partial$-作用素の $L^{2}$評価に行き着くので、 ま

ずそれを思い出しておこう。
$M$を連結かつパラコンパクトな $n$次元複素多様体とし、 $E$を $M$上の正

則ベクトル束とする。 $\omega$ を $M$上の完備なケーラー計量、 $h$を $E$のファイ

バー計量とする。便宜上、 $\omega$の基本形式も $\omega$で表す。

$\mathcal{O}(M):=$ {$M$上の正則関数}

$\Gamma(M,E):=(E$の正則切断}

$cff\prime fl_{(M,E):=\{M}$上のコンパクトな台を持つ $C^{\infty}$級の $E$値 (p,q)形式}

$L_{(p,q)}^{2}(=L_{\wp q)}^{2}(M,E,\omega,h)):=$ {$M$上の 2乗可積分$E$値 (p,q)形式}

とし、 閉作用素 $\sigma_{:}L_{cpq)^{-}}^{2}L_{(P,B*1)}^{2}$ を、 微分作用素

$c\theta\prime\not\in$ (M,E) $-cf\prime B*1$ (M,E)

$W$ $W$

$\{\sum_{I,J}u_{XJ^{dz_{1}\wedge d}\overline{\mathfrak{F}}\}}arrow\{\sum_{lI}\sum_{j}(\partial u_{U}/\partial\overline{z}_{j})d\overline{z}_{j}\wedge dz_{1}\wedge d\overline{z}_{J}\}$

の最大閉拡張 ( $\omega$が完備だから最小閉拡張に一致) とする。

すると $Ker\overline{\partial}nL?_{0,0)^{=}}\Gamma$ (M,E) $\cap$LF0,のとなるので、 多変数複素解析の
多くの問題が、 $L^{2}$ ドルボー複体

$L^{2}$

$arrow^{9\overline{}}L^{2}$ $\underline{\overline{9}}L^{2}$

$\varphi,\eta-1) cp,q) (p,q*\{)$
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の解析に帰される。一般に

$L_{(p,q)}^{2}=(Ker\overline{\partial}\cap Ker\overline{\partial}^{*})\oplus[{\rm Im}\overline{\partial}]\oplus[{\rm Im}\partial^{*}]$

( $\partial^{*}$ は $\overline{\partial}$ の共役作用素で []は閉包を表す)であるが、 $\omega$ と $h$および (p,q)の

条件次第で $Ker\overline{\partial}={\rm Im}\overline{\partial}$ となる。 それを主張するのが種々の消滅定理

で、 証明には複素ラプラシアンロ $:=$ �か $+\partial\tilde{}*\partial$

-

に対する中野の公式

口 $-$口 $=[i\Theta_{h}, \Lambda]$

が不可欠である。 ただし $D$
卜

$=\overline{\partial}+\partial_{h}$ (Chem接続), 口 $=\partial_{b}(\partial_{b})^{*}+(\partial_{h)^{*}\partial_{b}}$

$\Theta_{b}=D_{b}^{2}$ (曲率), $\Lambda$ は $uarrow\omega\wedge u$ の共役。

中野の公式から部分積分によって

(#) $\Vert\overline{\partial}u||^{2}+\#\partial^{*}u\Vert^{2}\geq([iO_{h},\Lambda]u,u)$

$(ただし \Vert\cdot N は L^{2} ノルムで (,$ $)$ は内積)が得られ、 小平消滅定理を始め

とする有用な消滅定理群が得られることは周知であろう。

実はここからが本題で、 中野の公式は $h=1$ ( $E$は自明束)のときには

□ $-\overline{□}=0$ となり、従って $($# $)$をそのまま使って評価式を出すのは無

理だが、ハーディーの不等式

$4 \int_{l}\{f(t)\}^{2}dt/\leq\int_{0}|\{f’(t)/t\}^{2}dt (f\in C^{1}, f(O)=0)$

を用いると、計量 $\omega$ の情報を評価式に結びつけることができる。例え

ば$M=D:=\{z\in C;|z|<1\},$ $\omega=i\partial\overline{\partial}\log(1-|z|^{2})^{-1},$ $h=$ 1.のときにも $(1,1)$形

式に対する $L^{2}$評価式が出せる。 これを一般化しようとしていたとこ

ろ、 竹腰見昭氏 (当時は数理研の研究員)からの手紙で HDonnely と C.

Fefferman の仕事 [D-F]を知らされた。 そこではまさしくハーディーの

不等式の $\partial$版が示されていたのだが、 これをさらに変形して次の不等式

を得た。

$(*)$ 正値関数 $\eta\in C^{\Phi}(M)$ , $c\in C^{o}(M)$ および $u\in C_{0}^{n,q}(M,E)(q\geq 1)$ に対し
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ここに行き着くにあたり、 [D-F]はもとより、E. Witten[Wlによるラプ

ラシアンの変形と J.-P. Demailly[Dm-l]によるその複素版がたいへん参

考になつたことを書き添えておきたい。

定理 1の証明に $(*$ $)$をどう用いるかを、拡張問題を $\partial$方程式に直したり

$D$を内側から強擬凸領域で近似して極限移行したり、 さらには補助的な

完備計量を用いたりという標準的な議論を省いて述べるなら、

$M=D-D’,$ $\omega=i\partial.\overline{\partial}||z\Vert^{2},$ $h=\exp(-\varphi-\log|z_{r}|^{2}-|z_{n}|^{2})$ ,

$\eta=\log(|z_{\mathfrak{n}}|^{2}+\epsilon^{2})^{-1}+\cdot 1, c=|z_{\mathfrak{n}}|^{2}+\epsilon^{2}$

とおけばよい。 $C=\pi$ で拡張定理を示したければ

とおき、 $\eta 0$ を少し変形して $\eta$ を作る必要がある (cf. [Oh-3]など)。

2. 吹田予想と $L^{2}$拡張定理 $L^{2}$拡張定理の最近の進展を促したもの

は吹田信之 (1933-2002)によって提出された問題だったので、 これにつ

いて背景をこめて復習しておきたい。

非コンパクトなリーマン面すなわち開リーマン面の分類理論は、 R.

Nevanlinna, L. Sarioらによって創められ、多くの人たちによって研究

されて来たが、 L. Ahlfors と A. Beurlingの論文 [A-B]以来、 関数空間の

退化によって 「境界」の大きさを測ることが一つの指導原理であっ

た。 この流れも元をたどればリーマンの除去可能性定理に行き着く。

これを詳しく見ると、孤立特異点は有界正則関数に関しても $L^{2}$正則関

しても除去可能だが、特異点集合がカントール集合などの場合
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には、 関数が有界か $L^{2}$かで除去可能性に違いが生ずる。 この違いを検

知するのが解析容量 $cg$ と対数容量 $c_{\beta}$
で、一般のリーマン面 X上でそ

れぞれ次のように定義される。

$c_{B}(p)\cdot=\sup\{|f’(z)dz|_{p};f\in \mathcal{O}\langle X)$ , $|| f\int_{L^{\Phi}}.\leq 1,$ $f(p)=0]$

$\pi:Xarrow X$ を普遍被覆として

$c_{\beta}(\pi\langle p))=\sup\{|f’(z)dz|_{f};f\in \mathcal{O}\langle{\}), ||f||_{L^{\Phi}}\leq!, f(p)=0\}.$

定義より明らかに
$c_{B\#}\leq$

だが、 次も容易に分かる。

$q=0\Leftrightarrow$ $(x\in 0_{h})$

$c_{\beta^{=0}}\Leftrightarrow X$は放物型すなわちグリーン関数を持たない $(X\in*)$

X上のペルグマン核は $L^{2}$正則 1形式の空間の再生核として定義され

るが、 それをしばらく $K$ ( $=$ KX)で表す。 1941年、 Nevanlinna[N]は放

物型リーマン面上の $L^{2}$正則 1形式の周期について調べ、特に $rx\subset C$の

ときは $c_{\beta}\cdot=0$ なら $K=0_{\lrcorner}$ を含む結果を得た。 1967年、 L. Carl
$[2]$

は $X\subset C$のとき $(\beta^{=0}$ と $K=0$ が同値であることを示し、 これをふき

「$\pi K,$
$c_{B},$ $*$ を比較せよという問題を提出

した。 吹田はこれに応えて次の結果を得た。

$c_{B}(z)^{2}\leq\pi$ K(z,z), 等号は X$\in$O皆かまたは $D$から対数容量 (ここ

では対数ポテンシャルの積分が 1以下の測度のうち台を限ったも

ので測って上限をとる)が $0$ の閉集合を除いたものに限る。

2) $c_{\beta}(z)^{2}\leq\pi$ K(z,z) と予想され、 これは 2重連結領域では正しい。

$c_{\beta}(z)^{2}\leq\pi$ K(z,z) が吹田予想である。 これが 1993年の K. Seipの論文

[
$\grave{}$SP]をきっかけにして再起動した $L^{2}$拡張理論と結び付いた。 Seipは $D$上

のハーディー空間に対する古典的な補間定理を、BeurlingとMalliavin

[B-M]による密度概念の双曲計量版を使ってベルグマン空間へと拡張し
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た。 これにヒントを得て筆者は定理 1を次のように一般化した。

定理 2. (cf. $[Oh-1]\rangle$ $\psi\in$PSH(D)かつ $\sup(\psi(z)+\log|z_{\mathfrak{n}}|^{2})\leq 0$のとき

ある定数$C$が存在して、任意の $\varphi\in PSH(D)$ と f $\in\alpha$D’)に対し、 $T\in \mathcal{O}(D)$

で $\tau_{1D’=f}$ かつ

$\int_{D}|\tilde{f|}^{2}e^{-\varphi^{:}}.\leq Ck|f|^{2}e^{-\varphirightarrow\varphi}$

をみたすものが存在する。

$\psi$ のときが定理 1である。 $n=1$のとき $\psi$ を適当に取れば

$2g_{D}(z,0)=\psi\langle z)+\log|z|^{2}$ (あは $D$のグリーン関数)

となる。 これと%

$\log(c_{\beta}(z)/|dz|)=.\lim_{w*-}(\Phi(z,w)-\log|z-w|)$

を合わせると $c_{\beta}(z)^{2}\leq CoK(z,z)$ $(Co\leq 750\pi)$ が導けた (cf. そ

の後、 $B\}ocki[Bl-$月は $C_{\beta}\langle z)^{2}\leq 2\pi K\langle z,z)$ を示し、 Guan, Zhou および

L. Zhuは [G-Z-Z 1, 2].で定理 1の証明における $\eta$ と $\varphi$ を互いに連動さ

せて評価が改良できることを示した。BJockiはその後、 L. H\"ormander

[H] の理論に Berndtsson と P. Charpentierの論文 [B-C]由来の補助的な

荷重関数を持ち込んで定理 1の別証を与えた B.-Y. Chen[Ch]の方法を

用いて評価の精密化を図り、ついに Guanと Zhouに先立って吹田予想

の解決に達した。 Guan と $Zhou[G- Z]$はやはり補助的な荷重を用いて、

しかし定理 1の原証明に沿って最良評価に達した。 [B}-2]でも [G-Z].でも

二つの未知関数に関する連立常微分方程式を解き、定理 2を $C=\pi$ に対

して示したことになっている。 [G-Z]ではさらにこの最良 $L^{2}$拡張定理の

応用として、擬凸領域の擬凸族に対する相対ベルグマン核の対数的多

重劣調和性という、 1次元の族に対しては米谷・山口 [M-Y]が、 一般の

場合には Berndtsson[B]が示した結果に別証を与えた。 その後、 Blocki
[B}-3]に示唆されたBerndtsson-Lempert [B-L] の研究、 および辻元 (つ

じはじめ)に示唆された J.-Y. Caoの研究 [C]が続き、 その結果、 $L^{2}$拡

擬定理が一般的な状況で相対標準束の順像の半正値性と同値であると
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いう、驚くべき結論が得られたのである。次節ではそれについて論じ

よう。

3. ベルグマン核の変動と相対標準束の順像の正値性 単刀直入に

最近の結果を述べる。 $D$を $C^{\mathfrak{n}}$ の擬凸領域、 $\varphi\in$PSH(DxD)とし、

$L_{\varphi,t}^{2}=\{g;g$
は $D$上可測で$A|g(z)|^{2}e^{-\varphi\rho_{t)}\prime}<\infty\}$

$||g|4^{2_{=}}t|g|^{2}e^{-\varphi(_{/}t)}$

$\mathcal{O}_{\varphi^{2}t}(=\mathcal{O}_{\varphi_{t}^{2}}(D)):=\mathcal{O}(D)\cap L_{\varphi,t}^{2}$

とおき、 $p_{\varphi,4^{2_{t^{arrow \mathcal{O}_{\varphi^{2}g}}}}}t^{:},$,を直交射影とする。 $P_{\varphi,t}$ と曝の再生核 $K_{\varphi,t}$

の関係は

$P_{\varphi,t}(g)(z)=(g(w), \phi_{t}(w,z))_{\mathfrak{t}},$
$\langle,$ $\rangle_{t}$ は $b^{2},\iota$ の内積

である。 $p_{\varphi,t}$ を (D上の $\varphi$ に関する)ベルグマン射影という。 $n$次元複素多

様体上のベルグマン射影は、二乗可積分な正則 $n$形式の空間の再生核を

用いて同様に定義される。

定理 3. (cf. [B1) $\varphi\in C^{\Phi}\cap PSH$ のとき、任意の $g\in$ (テスト関数)

に対して

$\prime\star)$
$(\partial^{2}/\partial t\partial 7t\log\Uparrow P_{\varphi,t}(g)|t\geq 0.$

証明の方針 : $\varphi$の有界性を仮定して示せば十分。 このとき (☆)を、 自

トル束 $L^{2}(D)xDarrow D$に内積 $\int u\overline{v}e^{-\varphi}$ を入れてエルミート束と見

たものの部分束である $\mu_{\epsilon D}$航の曲率の半正値性から導く。その際に
ガウス．コダッチ型の曲率公式 (P. Griffiths[Glによる)を用いるが、 そ

.こに現れる第 2基本形式の評価に小平・中野．ヘルマンダー型の $L^{2}$評

価 (すなわち $\langle\#$ )で $\Theta_{h}=\partial\overline{\partial}\varphi$

,
としたもの)を用いる。

$\#_{\backslash }1.$

$\log q_{t}(z,z\rangle\in PSH(D\cross D)$ .
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系 2. $\Omega(\mathbb{R}$凸 $)\subset C^{\eta},$

$\Omega_{b}=\{z;z_{n}=t\}\cap\Omega,$
$K_{t}(z,w):=q_{\varphi}(z,w)(\mathcal{O}_{\varphi_{t}^{2}}(\Omega_{t}\rangle$

の再生核) $\Rightarrow$ $\log K_{t}(z,z)\in PSH(\Omega)$ .

系 2を最良 $L^{2}$拡張定理を用いて導く議論は次の通り (cf. [G-Z]):

$zo\in\Omega 0$を固定して

(1) $(z\in\Omega \mathfrak{o})$

とおく。

定理 1 $\pi$ の最良型)より、 $0<\forall r\leq 1\exists f_{r}(z,t)\in \mathcal{O}(\{(z,t)\in\Omega;|t|<r\})$

$s.t.$

(2) $f_{r}|\Omega 0=f$ かつ $||f_{\gamma}||^{2}\leq\pi r^{2}.$

$|t|<r$ なら明らかに

(3) $K_{t}(z,z)\geq|f_{Y}(z,t)|^{2}/||f_{r}(\cdot,t)|\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\Delta^{r}}.$

$\exp x$ は凸関数だから

$\exp(1_{r^{\prime’}}\pi r^{2})\int\{2\log|f_{\gamma}(zo,t)|-\log I$く$t (zo,zo)\}$

$\leq(1/\pi r^{2})\int_{t/<r}\{|f_{\gamma}(zo,t)|^{2}/K_{t}(zo,zo)\}.$

これと (2), (3)より上式の左辺 $\leq 1.$

従って

$(1_{J}’ \pi r^{2})\int\{2\log|f_{r}(zo,t)|-\log K_{t}(zo,zo)\} \leq 0.$

ゆえに $f_{r}$ の正則性と (1)より直ちに不等式

(4) $\log Ko(zo,zo)\leq(1/\pi r^{2})\int_{It\ovalbox{\tt\small REJECT}<r}\log K_{t}(zo,zo)$
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を得る。 (4)から log Kt(z,z) $\in$ PSH$(\Omega$ $)$は容易に導ける。 ロ

この議論を、 Cao [C] は辻の示唆を受けて拡張し、次を示した。

定理 4. (cf. [C1) 擬凸な (n$+$ l)次元ケーラー多様体 Xから $D$の上へ

の正則写像 $\pi:Xarrow D$ があり、 $\pi$ は臨界点を持たないとする。 このと

き $l1\mathfrak{c}t^{\prime^{0}}(x_{t})arrow D(X_{t}=\pi^{-\iota}(t))$ の任意の正則断面 $*$ および任意の
$t\epsilon D$

$\varphi\in PSH\langle X)$ に対して $(\partial^{2}/\partial t\partial\gamma t$l0g $|$/P
$\varphi\acute{}$
t(gt)$|$$|$

t
$\geq$ 0。ただし $P_{\varphi,*}$

は $x_{t}$ 上

のベルグマン射影。

定理 3 $\Rightarrow$定理 1の最良型 (略証) : $\Phi\in PSH\langle Dx\langle D-\{0\}$)) $\cap C^{\Phi}$ と $Dx(D-\{0\})$

の部分領域 $Dg=$ $\{(z,t); \Phi(z,t)<0\}$ $\int|g|^{2}e^{-P2}$ を考え、

P$arrow\infty$とすることにより開集合 $D_{t}=\{z;.\Phi(z,t)<0\}$ に付随する直交射影

$L_{\varphi}^{2}(D_{t})-\mathcal{O}_{\varphi^{2}}$ (oe) $\langle\varphi\in PSH\langle D))$

に対しても、定理 3と同様の劣調和性を得る。一方、 $\mathcal{O}_{\varphi^{2}}$ (D6)からその

部分空間 $\{f\in \mathcal{O}_{\varphi^{2}}(D_{t});f|D’$
$=$ 0]の直交補空間への射影を $Q_{t}$ としたと

き、 定理 1(C$\leq$1620 $\pi$ )により保証される有界な拡張作用素聾 $:\mathcal{O}^{2}(D’)\backslash$

$arrow \mathcal{O}_{\varphi^{2}}(D_{t})\backslash$ との合成 $Q_{l}$曳に関し、噺 (D’)が D’上の内積に関して $q$の像

の双対内で稠密なことから、 $||Q_{t}E_{\mathfrak{t}}f||_{t}$を Q士の像の双対上のの作用
素ノルムとみなし、

$\prime|Q_{t}E_{t}f||\leq||f\Vert\sup\{.||P(g)||/||g||\not\in(\theta^{;g}$

D’の近傍が直積で近似できることから、各 $g$ に対して $tarrow 0$ のとき

$\lim(|p_{\mathcal{P}}(g)||^{2}/||g|p_{v_{\varphi^{(}h)*}^{l}}\pi t^{2})=1$
は明らか。従って $tarrow 1$ として、 区間

(-$\infty$,0)( $\ni$1ogltl)上で有界な凸関数の単調性より $||Q_{f}E_{f}f||^{2}\leq\pi||f||^{2}$ を

得る。 これは定理 1が$C=\pi$ に対して正しいことを意味する。 口
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4. 思いつく となど 予想を 4つ述べる。

1) Berndtsson-Lempertの方法で、多分次の命題が正しいことが確か

められるだろう。

$f\in \mathcal{O}(C^{n-t})$ , $\varphi\in PSH(C^{r})\Rightarrow\exists\tilde{f}\in \mathcal{O}(C^{n})$ s.t.

$\int|f\langle z)|^{2}e^{-\pi\dot{N}\#-\varphi}C^{\mathfrak{n}}$ $\leq\int_{C}|f(z’)|^{2}e^{-\pi//r/P-\varphi ie’\iota.)}|$

’

2) 吹田予想に関連して、 $\pi K(z,z)/(k(z)^{2}$ がどこで最大値を取るか気に

なるところである。 3重連結領域なら下図のようなイメージである。

3) セゲー核も荷重つきベルグマン核の極限なので、定理 3の系 2と同

様の対数的多重劣調和性が成り立つのであろう。

4) 関数論的零集合の観点からは、定理 3をある意味で局所化すること

により以下が示せても不思議ではない。

定理 3系 2の状況において、擬凹な閉集合 $E\subset\Omega$ (つまり $\Omega-E$ は擬

に対し、 $cap\{t;\mathcal{O}^{2}\langle\Omega_{t})=\mathcal{O}^{2}\langle\Omega_{t}-E)\}>0$ (ただし capは対数容量

で、 $\mathcal{O}^{2}=\mathcal{O}_{0^{2}})$ ならば、 $cap\{t;\mathcal{O}$ $\neq \mathcal{O}^{2}(\Omega_{t}-E\rangle$ } $=0_{o}$
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